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PRESS RELEASE  2024/10/25      
 
 

 
第 138回 サイエンス・カフェ札幌  

「もしもし、未来のわたしへ」を開催 
 
 

【概要】 
北海道大学大学院教育推進機構オープンエデュケーションセンター科学技術コミュニケーション

教育研究部門（CoSTEP）は、第 138回サイエンス・カフェ札幌「もしもし、未来のわたしへ」を開
催します。今回のテーマは「プレコンセプションケア」。妊娠・出産を見据えた心と体の健康づくりを
意味するプレコンセプションケアは、特に医療や公衆衛生の分野で注目されていて、専門家だけでな
く、若者の人生設計と密接に関係する分野です。今回は、サイエンスコミュニケーションを学ぶ受講
生が専門家を交えてワーク形式で話し合う場を企画したカフェです。また、日本公衆衛生学会との共
催で、第 83回日本公衆衛生学会総会のプログラムとして開催します。 

 
【趣旨】 

人生の「もしも」を考えたことはありますか？今回のサイエンス・カフェでは、プレコンセプショ
ンケアを通して、ちょっと未来の人生を見つめてみます。プレコンセプションケア（略して「プレコ
ン」という）は、妊娠・出産を見据えて今の健康を考えたり、生活習慣を見直す取り組みです。 
プレコンは未来の自分が健康に過ごすための活動。なので妊娠前の若い女性だけでなく、子どもか

ら大人まで、そして男性にとっても大切な活動です。このカフェでは未来の自分の体について、3 人
のゲストが事例を交えてやさしく伝えていきます。 
北海道大学大学院医学研究院の前田恵理氏からは、プレコンの定義やきっかけづくりについてお話

しいただきます。北海道大学病院産科・周産母子センターの馬詰 武氏からは、出産におけるプレコ
ンの大切さ、そして高校生の時期から性について考えることと、それによる社会の変化について伝え
ていただきます。最後に北海道江別保健所で活動している佐野友宇子氏からは、若い人たちのプレコ
ンへの認識が今どうなっているのか、そして保健所などの社会はどのように私たちをサポートしてく
れるのかについて語っていただきます。  
ただお話を聞くだけでは、これからどうしようと考えにくいかもしれません。そこでこのカフェで

は、架空の「もしも」の人生を辿っていくワークショップを行います。人生の分かれ道をもしもの人
生で体験してみて、自分ならどういう選択をするか、一緒に考えていきましょう。  
もしもし、未来の私、人生に起こる「もしも」、自分の体の「もしも」、一緒に話し始めませんか？ 
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【日  程】 2024年 10月 29日（火）18:30～20:00 
【場  所】 札幌コンベンションセンター 
【ゲ ス ト】 馬詰 武（北海道大学病院産科・周産母子センター）  

佐野友宇子（北海道石狩振興局 保健環境部保健行政室（北海道江別保健所））  
前田恵理（北海道大学大学院医学研究院公衆衛生学教室） 

【聞 き 手】 北海道大学 CoSTEP対話の場の創造実習の受講生 
【主  催】 北海道大学大学院教育推進機構オープンエデュケーションセンター  

科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP） 
【対  象】 一般市民 
【人  数】 50人 
【参 加 費】 無料、事前申し込み不要 
【備  考】  日本公衆衛生学会へ登録されていない方もご参加できます。 
 
お問い合わせ先 
北海道大学 大学院教育推進機構 オープンエデュケーションセンター  
科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP） 担当 朴 炫貞（パクヒョンジョン） 
ＴＥＬ 011-706-5320  ＦＡＸ 011-706-5320  メール park@open-ed.hokudai.ac.jp 

配信元 
北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 

  



札幌コンベンションセンター

第 138回 サイエンス・カフェ札幌
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馬詰 武さん　       北海道大学病院産科・周産母子センター
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学会員でなくても自由にご参加できます。
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聞き手は対話の場の創造実習の受講生が務めます。
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北海道大学 大学院教育推進機構
科学技術コミュニケーション教育研究部門
 (CoSTEP ・ コーステップ )
〒060-0817 札幌市北区北 17 条西 8 丁目 

北海道大学 高等教育推進機構 N163A 室

costep_office@ml.hokudai.ac.jp  / tel&fax 011-706-5320

CoSTEP は科学技術の専門家と市民の橋渡しをする
人材を育てる教育組織です。

札幌コンベンションセンター
〒003-0006 北海道札幌市白石区東札幌 6条 1丁目 1-1
地下鉄東西線東札幌駅から徒歩約 8分
駐車場を含めたアクセスについてはQRコードをご確認ください。

google map
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専門は公衆衛生で、集団全体（国民）が健康になる
ことを目指した研究を行っています。特に不妊症は
「気づき」から「治療の終結」まで、あらゆる局面
において社会の影響を大きく受ける疾病であるた
め、公衆衛生学的視点に立った研究が不可欠です。
不妊症に悩む方を少しでも減らすこと、また、患者
さんへのより良い支援のあり方を提案することを目
的に、プレコンセプションケアを中心とした様々な
社会医学的研究を行っています。

普段は、北海道大学病院の産科・周産母子センター
というところで、母親と胎児・新生児の医療を行っ
ている産科医です。2年ほど前から、中学校や高等
学校に出向いて、看護師、助産師、医師のキャリア
パスの紹介とともに妊娠と分娩に関するシミュレー
ション教育をはじめました。妊娠・分娩の現場に身
を置くからこそ感じていることを、若い人たちに伝
えることで、若者のライフプランを考えるきっかけ
をつくれたらいいなと思っています。

元々は産婦人科の臨床医でしたが、現在は北海道江
別保健所で公衆衛生医師として働いています。産婦
人科での経験から自分の心と身体に真摯に向き合う
ことの大切さを痛感してきました。プレコンセプ
ションケア、その中でも性教育はセックス、妊娠な
ど性に直接関わる事柄を取り扱うだけでなく、自分
と相手の心と身体を思いやる方法を身につけていく
ための技術を担っていくものと考えています。
産婦人科では一人一人の患者さんへ、公衆衛生では
よりメタ的な視点で、多くの人たちに心と身体を大
事にすることを伝えていければと思っています。

佐野 友宇子さん

北海道石狩振興局 保健環境部保健行政室
（北海道江別保健所）

前田 恵理さん

北海道大学大学院医学研究院
公衆衛生学教室

馬詰 武さん

北海道大学病院産科・周産母子センター
人生の「もしも」を考えたことはありますか？
今回のサイエンスカフェでは、プレコンセプションケアを通
して、ちょっと未来の人生を見つめてみます。

プレコンセプションケア（略して「プレコン」）は、妊娠・出
産を見据えて今の健康を考えたり、生活習慣を見直す取り組
みです。プレコンは未来の自分が健康に過ごすための活動。
なので妊娠前の若い女性だけでなく、子どもから大人まで、
そして男性にとっても大切な活動です。

このカフェでは未来の自分の体について、3 人のゲストが事
例を交えてやさしく伝えていきます。北大の研究者の前田さ
んからは、プレコンの定義やきっかけづくりについてお話い
ただきます。北大病院 産婦人科の馬詰さんからは、出産にお
けるプレコンの大切さ、そして高校生の時期から性について
考えることと、それによる社会の変化について伝えていただ
きます。最後に保健所で活動している佐野さんからは、若い
人たちのプレコンへの認識が今どうなっているのか、そして
保健所などの社会はどのように私たちをサポートしてくれる
のかについて語っていただきます。

ただお話を聞くだけでは、これからどうしようと考えにくい
かもしれません。そこでこのカフェでは、架空の「もしも」
の人生を辿っていくワークショップを行います。人生の分か
れ道をもしもの人生で体験してみて、自分ならどういう選択
をするか、一緒に考えていきましょう。

もしもし、未来の私、人生に起こる「もしも」、自分の体の「も
しも」、一緒に話し始めませんか ?


